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は じ め に 
 

 2025（令和 7）年度活動報告書がようやく完成しました。6 月の総会に合わせてまとめるべきもので

すが、4 年に一度の FIFA ワールドカップに気をとられているうちに、いまに至ってしまいました。私た

ちの“志”である「スポーツを通しての“ゆたかなくらしづくり”」の実現に向けて、すでに 2026 年度

の事業がはじまっています。そのことを踏まえたうえで、2025 年度を振り返っておきたいと思います。 

ほぼ計画通り、さまざまな事業を実施することができました。ご支援、ご協力くださった皆さまに改

めて感謝いたします。 

2025 年度のトピックとしてまず挙げられるのは、10 回目を迎えた U-18 フットサルリーグチャンピオ

ンズカップでしょう。toto 助成を受けて長野県千曲市で開催されるこの大会は、「U-18 年代のレベルア

ップ」と「日常的なリーグ環境の整備」の二つの目標を掲げ、10 年前に始まりました。日本代表監督が

見守る中での準決勝と決勝は、10 年前からは想像できないほどレベルの高いゲームでした。日本を代表

するトッププレーヤーの多くがこの大会から育っています。間違いなく、「U-18 年代のレベルアップ」

には貢献できていると言えるでしょう。 

「日常的なリーグ環境の整備」についても、地域の実状に応じた工夫と努力によって、U-18 フットサ

ルリーグが全国各地で展開されています。しかし一方で、多くの課題を前にして停滞している様子も見

られます。従来の考え方、取り組み方にはおのずと限界があります。部活動の地域展開が進む中、ユー

ス年代のスポーツ環境の再構築が求められます。 

そのような議論の場として企画されたのが、11 月の公開シンポジウム①「“ユース年代のサッカー”

を語ろう－U-18FLCC の 10 周年を機に」でした。また月例サロンでも、部活動改革の話題は何度か取り

上げました。地方都市で開催し、地元の方々と直接意見交換する「出張サロン」の開催（7 月、8 月）は

久しぶりです。全国各地に“志”を同じくする方が大勢おられます。部活動の地域展開については引き

続き取り上げていきたいと考えます。 

月例サロンではこのほかにも、オリンピック教育（2 月）や、日本サッカーの開祖・中村覚之助（3 月）

のことも取り上げました。いずれも理事長である私が取り組んできたことです。38 年間務めた高校を

2025 年 3 月に退職し、時間が生まれ、これまでの取り組みを整理したいと思ったことが背景にありま

す。9 月の「イングランドへ行ってきました！」も、退職して時間ができたことによる旅行報告です。 

サロン 2002 の“志”である「スポーツのある“ゆたかなくらしづくり”」は、自分自身にも言えるこ

とです。これからもさまざまなことに取り組み、情報発信してまいります。と同時に、サロンファミリ

ーからの積極的な話題提供を、月例サロンでは求めてまいります。4 月、5 月、10 月は、サロンファミ

リーからの話題でした。一人ひとりがかけがえのない、ユニークな存在です。互いの交流を深め、刺激

し合いながら、ゆるやかな“同志”のネットワークを活性化していきたいと思います。1 月と 6 月に開

かれたサロンファミリー限定の「限定サロン」は、その意味でも貴重です。 

最高齢のサロンファミリーの逝去から 1 年が経過した 12 月の公開シンポジウム②「賀川浩さんを語

ろう－次世代につなげるために」は、故人の人生と功績を振り返りながら、改めて私たちの原点を確認

する機会になりました。公開シンポジウムと報告書『游 ASOBI』もまた toto 助成事業です。 

継続すべきことは地道にコツコツと続け、変えるべきことは勇気を持って変革する。今後もこのよう

な姿勢で臨みたいと思います。 

私たちの“志”に賛同してもらえるなら、仲間の輪に加わりませんか？ いつでもお待ちしています。 

2026（令和 8）年 8 月 

特定非営利活動法人サロン 2002 

理事長 中塚義実 
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サロン 2002 行動規範 

－「ちゃんと遊ぶ」ためのリスペクト宣言－ 

 

1997年度にサロン 2002が生まれて 25年。2014年度の法人化から 8年が経過しました。私たちは

「スポーツを通しての“ゆたかなくらしづくり”」を“志”に掲げていますが、スポーツ界も“ゆたか

なくらし”のあり方も、とらえ方や取り巻く状況は大きく変化しています。とくにコロナ禍でその変

化は加速しました。 

その中で、改めて思います。“志”の実現に向けてもっとも大事なのは、「ちゃんと遊ぶ」ための仲

間同士の心がまえだということを。 

ここにサロン 2002の行動規範を＜「ちゃんと遊ぶ」ためのリスペクト宣言＞として示します。 

“志”に賛同する仲間とともに語り合い、行動する、“Give and Take”の第一歩として遵守してく

ださい。安心して参加し、自由に発言できるファミリーを築き、“志”の実現を目指します。 

 

1. 多様性の重視と尊重－「安心して発言できる場をつくります」 

私たちは、すべての人を個人として尊重し、多様性を重視します。性別、年齢、職業、国籍、人

種、思想、信条、宗教、社会的地位または門地、障がいの有無等を理由とする差別や人権侵害を認め

ません。 

そしてあらゆる場面において人権を尊重し、自らが差別や人権侵害に関与しないよう努め、持続可

能な社会の発展に貢献します。 

 

2. ハラスメントの禁止－「相手の立場に立って考え、行動します」 

私たちは、あらゆる差別やハラスメント行為を許容せず、そのような行為に繋がる事象を防止する

ために不断に取り組んでいきます。 

 

3. コンプライアンスの重視－「ルールとマナーを守ります」 

私たちは、基本的人権を擁護し、ルールとマナーを守り、社会の一員としてコンプライアンスを遵

守した事業活動を行います。 

 

4. 表現の自由とプライバシーの保護－「リアルとオンラインをともに大切にします」 

私たちは、文字や音声、通信やインターネット、ソーシャルメディア上でのコミュニケーションで

の表現の自由とプライバシー保護についても認識し、その侵害がないように最大の注意を払います。 

 

 

本ポリシーの制定と改訂 

2022年 12月 22日制定  NPOサロン 2002理事会にて承認 
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１．月例サロン 
 1997 年 4 月よりほぼ毎月開催されるサロン 2002 の中核事業が「月例サロン（旧名称は月例会）」で

ある。サロンファミリーのみ参加できる「限定サロン」は 6 月と 1 月の計 2 回、それ以外は誰もが参

加できる「公開サロン」であった。「限定サロン」は、導入初年度（2022 年度）は 3 回であったが、

23 年度、24 年度は 5 回に増えた。昨年度の活動報告書では「サロンファミリーの相互理解の場として

限定サロンは貴重だが、開かれたサロン 2002 の観点からは公開サロンをもう少し増やしていく必要が

あるだろう」と述べた。公開サロン（公開シンポジウム含む）を計 10 回できたことは大きな成果と言

えるだろう。 

期日・会場・参加者・テーマは表のとおりである。年間を通して参加者総数は 231 名。2024 年度の

200 名、23 年度の 211 名を上回った（2022 年度は 264 名）。 

部活動改革を含め、ユース年代のサッカー、フットサルの話題が多くなっているのは、部活動の地

域展開や暑熱環境下にともなうユース年代のスポーツ環境の見直しが直近のテーマとして認識されて

いることの表れであろう。「“遊び心”を育む」ことをここ数年、中心テーマに据えているが、引き

続きタイムリーなトピックも交えて月例サロンを展開していきたい。 

2026 年度は FIFA ワールドカップが北中米で開かれる。もっともホットな話題である。 

 

＜2025 年度月例サロン一覧＞ 

 

 

月例サロンの内容は報告書にまとめ、誰もが閲覧できる形で NPO サロン 2002 の WEB サイトに掲載

されている。近年は AI を用いて文字起こしをしたうえで報告書作成者が整え、参加者のチェックを経

たものを公開している。なかなか大変な作業ではあるが、継続していきたい。 

次ページより、各回の概要を記載する。 

 

2026.4.12.

演者10,000円 報告書5,000円 NPO会員 ファミリー ﾌｧﾐﾘｰ外 参加者計

342 4.17.
都内法律事務所/
オンライン（ZOOM）

スポーツ関連のカスハラ・不当要求に対する具体的対応要領－よく用いるクレーム
対応フレーズ集の実践（関秀忠）

謝金なし 熊谷建志 9 2 3 14

343 5.29.
世田谷区宮坂区民センター/

オンライン（ZOOM）
スポーツクラブとコミュニティとデモクラシー－スポーツクラブは誰のものか（張寿山）

張寿山
10,000円

張寿山 6 6 8 20

344 6.14.
都内法律事務所/
オンライン（ZOOM）

(限)2005総会後の意見交換会
　－サロン2002の事業と組織を考える（U-18FLCCの10周年を視野に入れて）

謝金なし 中塚義実 7 0 0 7

345 7.19.
富山県民会館/

オンライン(ZOOM)
部活動改革のゆくえをさぐる
　－富山県の高校部活動調査を中心に（佐伯仁史★、橘和徳、中塚義実）

橘・中塚に
各5,000円

中塚・橘に
各2,500円

4 2 3 9

346 8.17.
SHIMIZU CROSS/
オンライン（ZOOM）

部活動改革のゆくえをさぐる
　－静岡市の中学生世代のサッカー競技を中心に（中村栄★、中塚義実）

中村栄
8,979円

中塚義実 2 9 9 20

347 9.26.
筑波大学附属高校/
オンライン（ZOOM）

イングランドへ行ってきました！
　－部活指導がなくなった元高校体育教師の夏休み（中塚義実）

中塚義実
8,979円

中塚義実 5 12 12 29

348 10.18.
豊島区立千歳橋中学校/

オンライン（ZOOM）

部活から地域クラブへの運営と課題、新たな価値創出ストーリーの描き方－サッ
カーの中に人生があるのではなく、人生の中にサッカーがある（内田光侶、大島香
帆★）

内田・大島に
各5千円

PROUDERS 5 4 5 14

349 11.23.
桐陰会館/

オンライン（ZOOM）

公開シンポジウム①　「ユース年代のサッカー」を語ろう！
　－U-18フットサルリーグチャンピオンズカップの10周年を機に
　　（玉生謙介★、大友洋介★、橘和徳、石井智★、本多克己、中塚義実）

玉生・大友に
各1万円

中塚義実 7 3 12 22

350 12.21.
桐陰会館/

オンライン（ZOOM）

公開シンポジウム②　賀川浩さんを語ろう！－次世代につなげるために
　（長岡康規★、稲垣康介★、田村修一★、大澤謙一郎★、松永憲明★、出嶋 剛
★、本多克己、中塚義実）

謝金なし 中塚義実 4 9 32 45

351 1.26. オンライン(Zoom) (限)第10回U-18フットサルリーグチャンピオンズカップ総括と今後 謝金なし 中塚義実 5 1 15 21

352 2.17. オンライン(Zoom)
オリンピック教育の現状と今後
　－国内・国際クーベルタンユースフォーラムのあゆみとともに（中塚義実）

中塚義実
8,979円

中塚義実 8 7 3 18

353 3.31. オンライン(Zoom)
「中村覚之助杯」報告
　－日本サッカーの“始祖”の名を冠する少年サッカー大会（中塚義実）

中塚義実
8,979円

中塚義実 3 5 4 12

★は月例サロンの時点でサロン2002ファミリーでない方 65 60 106 231

↓ ↓

参加者総数※サロンファミリー
のうちNPO会員数

通算
回数

期日 会場
テーマ

（報告・話題提供者）

謝　金 参加者
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≪2025 年 4 月（通算 342 回） 公開サロン≫ 

【日 時】2025 年 4 月 17 日（木）19：00～21：00 ごろ中締め（その場で懇親会。～22：15 ごろ） 

【会 場】平河町森タワー12 階会議室＆オンライン（Zoom） 

【演 者】関 秀忠（NPO サロン 2002 理事／弁護士法人ほくと総合法律事務所・パートナー弁護士） 

【テーマ】スポーツ関連のカスハラ・不当要求に対する具体的対応要領 

－よく用いるクレーム対応フレーズ集の実践 

（2025 年 4 月 1 日東京都カスタマー・ハラスメント防止条例施行を受けての緊急公開サロン） 

【参加者（14 名）】◎は NPO 会員、○は会員外のファミリー、無印はファミリー外 

注）（  ）内は個人の属性（所属等）と NPO サロン 2002 における役職 

◆平河町森タワー12 階会議室での対面（3 名） 

 置塩正剛（くくな法律事務所）、◎関秀忠（ほくと総合法律事務所／理事）、 

◎中塚義実（元高校教師／理事長） 

◆オンライン（Zoom）（11 名） 

◎熊谷建志（会社員／理事）、◎小池靖（会社員／監事）、◎嶋崎雅規（国際武道大学）、 

関しおり・関なな（演者家族）、○張寿山（明治大学）、◎土谷享（KOSUGE1-16／理事）、 

○徳田仁（㈱セリエ）、◎野村忠明（埼玉ソーシャルフットボール協会運営委員・会社員）、 

◎本郷由希（会社員／理事）、◎本多克己（㈱シックス／副理事長） 

【報告書作成】熊谷建志 

【キーワード】カスタマーハラスメント（カスハラ）、スポーツ団体運営、パワーハラスメント（パ

ワハラ）、多様性と包摂（インクルージョン）、地域コミュニティ、苦情対応、相談窓口、排除と

受容、関秀忠 

【概要（演者より）】 

本年2025年4月1日に、東京都カスタマー・ハラスメント防止条例がいよいよ施行されます。 

近年、カスタマーハラスメント（カスハラ）が深刻な社会問題として注目を集めております。先立

つ2022年2月、厚生労働省がカスタマーハラスメント対応マニュアルを発出するなど、国全体で日本に

おいて従業員の安全や健康を守るための問題意識を高めている状況にあります。 

この波はスポーツ業界においても同様であり、多くのスポーツ関連企業・組織団体がカスタマー・

ハラスメント対策に関する指針・ガイドラインを発出し、現場でカスハラに対応するスキルの向上の

ための研修、体制整備など、諸々の対策を講じ始めています。 

今回の公開サロンは、各協会においてカスハラ現場対策の講演を数多く実施している弁護士であ

り、特定非営利活動法人サロン2002の理事を務める講演者が、東京都条例の施行に合わせて、スポー

ツ団体、フィットネスクラブ、ランニングサークル等、スポーツに関連する組織・団体が汎用的に直

面するカスハラ疑義ケースに備えて、カスハラ・不当要求に対する現場対応を、具体的なケースを交

えてご説明いたします。 

フリーディスカッションでは皆様の問題意識をお伺いする機会を設けさせていただきますので、奮

ってご参加ください。 

（なお、事前に本講義に関するご質問・対応方法に困惑した事例をお寄せいただければ、講義の中

でできる限り解説に挿入させていただくべく努めますので、お寄せください。） 

 

＜目 次＞ 

Ⅰ．自己紹介と、本日の趣旨 

Ⅱ．東京都カスタマー・ハラスメント防止条例 
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Ⅲ．スポーツ業界のカスハラ事例と対応策  

Ⅳ．「不当要求対応」の具体的対応要領 

  １．基本動作～３ステップ 

  ２．心構えと具体的対応要領－クレーム対応汎用フレーズ集 

   ３．汎用手口と対応例 

Ⅴ．エスカレートしたクレームに対する法的対応 

Ⅵ．参加者よりコメント 

 

 

≪2025 年 5 月（通算 343 回） 公開サロン≫ 

【日 時】2025 年 5 月 29 日（木）19：00～21：00 

 ⇒ 終了後は「味膳 豪徳寺店」で懇親会（10 名）～23：00 ごろ 

【会 場】宮坂区民センター・中会議室 および オンライン（Zoom） 

【テーマ】スポーツクラブとコミュニティとデモクラシー－スポーツクラブは誰のものか 

【演者】張 寿山（明治大学、スフィーダ世田谷BFC、都シニアサッカー連盟、現役サッカー愛好者） 

【参加者（20 名）】◎は NPO 会員、○は会員外のファミリー、無印はファミリー外 

注）（  ）内は個人の属性（所属等）とNPOサロン2002における役職 

◆対面（13名） 

○磯和明（総合型地域スポーツクラブ・くにたちエール）、○木村康子（フリー）、○小松章一（スポ

ーツボランティア）、○鈴木崇正（NECビジネスインテリジェンス）、○張寿山（明治大学、スフィー

ダ世田谷BFC、都シニアサッカー連盟、現役サッカー愛好者）、◎中塚義実（NPOサロン2002理事長）、

◎本郷由希（NPOサロン2002理事）、○守屋佐栄、◎守屋俊秀、池田恒一郎（SUNDRED株式会社、秋

田ノーザンハピネッツ株式会社、一般社団法人わらび座、世田谷区スポーツ推進委員）、宇野澤英治

（株式会社QVCジャパン）、関佳史（神奈川県サッカー協会会長）、戸田誠司（会社員） 

◆オンライン（Zoom）（7名） 

◎小池靖（株式会社バイタル・長野県佐久市所在製造業勤務／NPOサロン2002監事）、◎笹原勉（日揮

台湾支店長）、◎野村忠明（埼玉ソーシャルフットボール協会運営委員／会社員）、地主光太郎

（ParaSportsTimes）、竹田憲一（認定NPO法人ワールドランナーズジャパン）、森田敬汰（駒澤大学高等

学校3年）、安川拓次 

【報告書作成】張寿山 

【キーワード】スポーツクラブ、コミュニティ、デモクラシー、民主主義、メンバーシップ、リー

グ、スポーツ組織、SAD制度、地域クラブ、スペイン、イングランド、張寿山 

【概要（演者より）】 

 サロン 2002 では 2018 年にイングランドの FC United of Manchester という地域クラブチームの紹介を

通じて、理想的なスポーツクラブとはどんなものかという話を一度させていただきました。その後も

「日本にヨーロッパ型のメンバーシップ制のスポーツクラブをどうすればつくって育てて増やしてい

くことができるのか」を基本テーマに調査・研究を続けてきました。 

 コロナでしばらく動きが取れなかったのですが、2023 年に再度イングランドを訪問、今年の 2 月は

スペインを訪問してスポーツクラブの運営実態やスポーツクラブと地域との関係や、その背景にある

考え方について、多くの新たな知見を得ることもできました。 

 今回は、スペイン、イングランドのいろいろな事例を紹介させていただきながら、わたしがメンバ

ーシップ制のスポーツクラブにこだわるわけをお話しさせていただきたいと思います。 
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＜目 次＞ 

Ⅰ．プレゼンテーション（張寿山） 

１．自己紹介 

２．スポーツクラブが持つ社会的な意味・仮説 

３．上記仮説を説得力を持って提示するために何をしてきたか 

１）理論研究 

２）事例紹介 

４．スポーツクラブとデモクラシー 

Ⅱ．ディスカッション（質疑応答・意見交換） 

 

 

≪2025 年 6 月 限定サロン（通算 344 回）≫ 

【日 時】2025 年 6 月 14 日（土）16：30～17：50 

【会 場】千代田区平河町二丁目 16 番 1 号平河町森タワー12 階事務所およびオンライン（Zoom） 

【テーマ】2025 総会後の意見交換会－2025 年度の公開シンポジウムを中心に 

【参加者（7 名）】◎は NPO 会員、○は会員外のファミリー 

＜対面（3 名）＞ 

◎関秀忠（弁護士／理事）、◎茅野英一（元帝京大学かながわクラブ）、◎中塚 義実（理事長）、 

＜オンライン（4 名）＞ 

◎笹原勉（日揮台北支店長）、◎橘和徳（富山中部高校／理事）、◎土谷享（KOSUGE1-16／理

事）、◎本多克己（㈱シックス／副理事長） 

【報告書作成】中塚義実 

【概要（理事長より）】 

 特定非営利活動法人サロン 2002 の通常総会（15：00～16：30 予定）後に、恒例の意見交換会を行い

ます。NPO 会員だけでなく、多くのサロン 2002 ファミリーにお集まりいただき、「2025 年度（以

降）の事業」と「持続可能な組織のすがた」を考える場にできればと思います。 

１． サロン 2002 の事業－何を、どのように行うか 

（第 10 回 U-18FLCC や公開シンポジウム①②など、2025 年度に予定されている各事業を中心に） 

２．サロン 2002 の組織－仲間の輪を広げ、深めるには？ 担い手は？ 

  （財務構造の見直しと人材の育成・活用を中心に） 

３．その他 

 総会での議論の続きになると思います。会員外のサロンファミリーの皆さんも、総会にオブザーバ

ーとして出席されるとよいでしょう。遠慮なくご参加ください。 

【報告書目次】 

Ⅰ．サロン 2002 のあゆみと現状（中塚義実） 

 ・サロン 2002 がどのようにはじまり、どのような過程を経ていまに至るのか 

・現状と課題、今後の方向性 

Ⅱ．限定サロン＝意見交換会 

「これまで」「いま」を踏まえて、「これから」についての意見交換 

テーマ① NPO サロン 2002 の財務構造 

テーマ② NPO サロン 2002 の組織と運営 

テーマ③ 月例サロンと公開シンポ 
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参考：2025（令和 7）年度（通算第 11 回）通常総会 

1. 日時 令和 7（2025）年 6 月 14 日（土）15：00～16：20 

2. 場所 東京都千代田区平河町二丁目 16 番 1 号平河町森タワー12 階事務所＆オンライン（Zoom） 

3. 決議事項 

第 1 号議案 令和 6（2024）年度 事業報告 

第 2 号議案 令和 6（2024）年度 決算 および 監査報告 

第 3 号議案 令和 7（2025）年度 事業計画 

第 4 号議案 令和 7（2025）年度 予算 

第 5 号議案 その他運営に関する重要事項（サロン 2002 ファミリーの年度更新関連手続の承認） 

いずれも承認された 

【出席（18 名）】 

・対面（4 名）…木田圭亮、関秀忠、茅野英一、中塚義実、 

・ｵﾝﾗｲﾝ（8 名）…熊谷建志、小池靖、齊藤宣彰、笹原勉、橘和徳、土谷享、本郷由希、本多克己 

【委任（6 名）】議長 3 名、中塚 3 名 

石原俊秀（議長）、嶋崎雅規（中塚）、高原渉（中塚）、仲澤眞（議長）、松下徹（議長）、柳

井隆志（中塚） 

 正会員 24 名のうち 18 名が出席 

（2024 年度は 19/23、23 年は 23/27、22 年は 21/29、21 年は 18/29） 

参考）会員外のサロン 2002 ファミリーは、54 名 

サロン 2002 ファミリー（含 NPO 会員を含む全体数）は、 

現時点で 24＋55＝79 名（2024 年度は 23＋54＝77 名、2023 年度は 28＋61＝89 名） 

2024～2025 年度役員 

 理事：熊谷建志、齊藤宣彰、関秀忠、橘和徳、土谷享、中塚義実、本郷由希、本多克己 

 監事：小池靖    顧問税理士：松下徹    事務局：なし 

 

 

第 147 回まちなか Dialog×第 345 回公開サロン 

≪2025 年 7 月 サロン in 富山（通算 345 回）≫ 

【日 時】2025 年 7 月 19 日（土）14：00～17：00（終了後は近隣で懇親会） 

【会 場】富山県民会館 601 号室（富山市新総曲輪 4-18）およびオンライン（Zoom） 

【テーマ】部活動改革のゆくえをさぐる－富山県の高校部活動調査を中心に 

【登壇者】 

橘 和徳（富山県高体連研究部・サッカー専門部・U-18 フットサルリーグ／富山中部高校教諭） 

  「富山県の高校部活動の現状と課題－富山県高体連研究部による調査結果からみえるもの」 

 中塚義実（NPO 法人サロン 2002 理事長／元筑波大学附属高校教諭） 

  「高校の部活動で何ができるか－38 年の定点観測からみえるもの」 

佐伯仁史（NPO 法人富山スポーツコミュニケーションズ理事長／富山県立高校教諭） ※進行役 

【参加者（9 名）】◎は NPO 会員、○は会員外のファミリー、無印はファミリー外 

＜対面（5 名）＞ 

◎橘和徳（富山中部高校／NPO サロン 2002 理事）、◎中塚義実（NPO サロン 2002 理事長）、 

佐伯仁史（富山雄峰高校／NPO 富山スポーツコミュニケーションズ理事長）、 

石黒葉月（スポーツメンタルコーチ）、土田なお子（一社スポポカルチャーハピネス） 
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＜オンライン（4 名）＞ 

○内田光侶（PROUDERS 合同会社）、◎嶋崎雅規（国際武道大学）、○長野いつき（音楽家）、 

◎宮城島清也（NPO 清水サッカー協会／庵原ＳＣ少年部） 

【懇親会からの参加者】○辰巳義和（FC.TON 元代表） 

【報告書作成】橘和徳、中塚義実ほか 

【キーワード】部活動改革、地域移行、地域展開、高体連研究部、富山県、部活動調査、意識調査、

筑波大学附属高校蹴球部、チームとクラブ、DUOリーグ、ユースリーグ、橘和徳、中塚義実 

【概要（理事長より）】 

待ったなしの部活動改革が進んでいます。文部科学省では2023年度から25年度までを「改革推進期

間」とし、「部活動の地域展開（移行）」が全国各地で模索され、さまざまな取り組みが紹介されてい

ます。 

部活動改革は、「言われたから行う」のでなく、学校や地域の担い手が“当事者意識”を持って進め

ていくことが望まれます。いまは中学校の部活動改革が議論の中心にありますが、高校にももちろん

及びます。他人ごとではありません。そして高校だからこそできることもあるはずです。新しい「ブ

カツ」の模索は、これからの学校や地域社会をソーゾー（想像・創造）する第一歩となるに違いあり

ません。 

このたび、NPO富山スポーツコミュニケーションズとNPOサロン2002の共催で、富山県の高校部活

動を中心に「部活動のゆくえをさぐる」場を設けました。高校部活動の担い手を対象とする調査研究

報告や、部活動改革の事例紹介などを通して、「何ができるか」を参加者全員で意見交換したいと思い

ます。 

多くの方にご参加いただき、語り合えるのを楽しみにしています。 

＜目 次＞ 

はじめに 

Ⅰ．プレゼンテーション①：橘和徳 

 富山県の高校部活動の現状と課題－富山県高体連研究部による調査結果からみえるもの 

 ＜ディスカッション①＞ 

Ⅱ．プレゼンテーション②：中塚義実 

 高校の部活動で何ができるか－38 年の定点観測からみえるもの 

 ＜ディスカッション②＞ 

 

 

≪2025 年 8 月 サロン in 清水（通算 346 回）≫ 

【日 時】2025 年 8 月 17 日（日）14：00～16：30（終了後は同会場で懇親会 ～18：30） 

【会 場】SHIMIZU CROSS（静岡市清水区真砂町 5-22）およびオンライン（Zoom） 

【テーマ】部活動改革のゆくえをさぐる－静岡市の中学生世代のサッカー競技を中心に 

【登壇者】中村栄（NPO 法人清水サッカー協会）「部活動からしずおか地域クラブ活動への転換」 

  ※中塚義実（NPO 法人サロン 2002 理事長）「部活動改革の現在地」 ※進行役を兼ねる 

【参加者（20 名）】◎は NPO 会員、○は会員外のファミリー、無印はファミリー外 

＜対面（13 名）＞ 

○伊藤薫（掛川 JFC）、○田中俊也（三日市整形外科）、◎中塚義実（NPO サロン 2002 理事長）、 

○野田直広（富士電機）、○横尾智治（筑波大学附属駒場中高）、近藤晴路、鈴江智彦（会社

員）、外岡哲（NPO 清水サッカー協会）、中村栄（NPO 清水サッカー協会）、西村勉（NPO 清水サ
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ッカー協会）、林岳（NPO 清水サッカー協会元事務局員／飯田ファイターズ元指導者）、望月昇

（以前に関東地方で小中学生と大人のサッカー指導に従事した経験あり）、山本まさゆき 

＜オンライン（7 名）＞ 

○安藤裕一（㈱GMSS ヒューマンラボ）、○内田光侶（PROUDERS 合同会社）、◎高原渉（宝塚

FC）、○張寿山（明治大学／スフィーダ世田谷）、○長野いつき（音楽家）、○吉原尊男 

坂元康成（佐賀大学教育学部） 

【報告書作成】中塚義実 

【キーワード】部活動改革、地域移行・地域展開、中学部活動廃止、中学サッカー部、地域クラブ、

静岡市清水区、清水サッカー協会、中村栄、中塚義実 

【概要（理事長挨拶より）】 

皆さんこんにちは。今日は部活動改革の行方を静岡市清水区の方々とともに探って参ります。 

主催の NPO サロン 2002 は、「“スポーツを通しのゆたかなくらしづくり”」を“志”に掲げる

NPO です。2002 年の FIFA ワールドカップ前から活動しており、2014 年度より NPO 法人化しまし

た。毎月開かれる月例サロン、その規模を大きくした公開シンポジウム、toto の助成金をもらって開催

する高校生年代のフットサルリーグチャンピオンズカップなどが主な事業です。 

今日は通算 346 回目の月例サロンです。「部活動改革」というタイムリーなテーマを、先月に引き

続き取り上げました。7 月は富山市で、高校の部活動を中心に取り上げました。 

清水での開催は二度目です。2001 年 8 月、FIFA ワールドカップ開催前の J ステップで開きました。

そのときの報告書はサロン 2002 の HP に載っています。 

【参考】スポーツが大好きな子供たちを育てよう  

－プロを目指す子供たちと地域で楽しみたい子供たちのために何ができるか？ 

https://www.salon2002.net/src/pdf/monthly_report/2001/2001-8.pdf 

サブテーマを「静岡市の中学生年代のサッカー競技を中心に」と設定しています。部活動の地域展

開がサッカーどころの清水でどうなっているのかを、問題意識としております。 

16：30 までノンアルコールの会をやり、その後、同じ会場で飲み食いしながら交流会を続けていく

つもりです。 

申し遅れましたが、理事長を務める私は中塚義実と申します。筑波大学附属高校で保体科教師・蹴

球部顧問を続けてきました。この部は昨年度、100 周年を迎えた歴史と伝統のある部です。日本のサッ

カーは東京高等師範学校、いまの筑波大学の卒業生が全国に赴任することで広がっていったのです

が、そのお膝元である附属高校の卒業生も、もう一つのルーツ校と言える学校です。そこに 38 年間、

異動することなく定点観測を続け、3 月末で退職しました。そのタイミングで朝日新聞夕刊に取り上げ

てもらった記事を資料に添えました。退職後も日々充実して過ごしています。 

清水との関係で言うと、大学の同級生に清水商業出身の風間八宏がいます。同期のキャプテンは望

月一頼で、池田晃一も同期です。清水東の卒業生ですね。また、昨日もエスパルスの試合を一緒に見

に行った三日市整形外科の田中俊也院長はサロン 2002 の古くからのメンバーで、清水東の OB ですよ

ね。清水には縁もゆかりもたっぷりあるということで、今回の企画をさせていただきました。 

＜目 次＞ 

はじめに 

Ⅰ．プレゼンテーション①：中塚義実 

 部活動改革の現在地 

Ⅱ．プレゼンテーション②：中村栄 

 「部活動」から「しずおか地域クラブ活動」への転換 

Ⅲ．ディスカッション 

 

https://www.salon2002.net/src/pdf/monthly_report/2001/2001-8.pdf
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≪2025 年 9 月 公開サロン（通算 347 回）≫ 

【日 時】2025 年 9 月 26 日（金）19：00～21：00 ⇒「はなの舞 茗荷谷店」で懇親会～23：00 頃 

【会 場】筑波大学附属高校 3F 会議室＆オンライン（Zoom） 

【テーマ】イングランドへ行ってきました－部活指導がなくなった元高校体育教師の夏休み 

【演 者】中塚義実（NPO 法人サロン 2002 理事長／元筑波大学附属高校教諭） 

【参加者 29 名】 ◎NPO 会員、○会員外のサロンファミリー、無印はサロンファミリー外 

対面参加 15 名麻生征宏（株式会社 Gakken）、石田孝多（中央大学文学部 4 年）、○奥山純一（クー

ディップ株式会社）、景行崇文（国立スポーツ科学センター）、鎌田彰悟（筑駒サッカー部コー

チ）、○小松俊介（筑波大学附属高校）、佐塚元章（元 NHK アナウンサー）、菅原恭一（藤沢清流高

等学校）、鈴木博貴（筑波大学附属中学校）、○名方幸彦（NPO 文京教育トラスト）、◎中塚義実

（NPO サロン 2002 理事長）、○野田直広（富士電機）、○丸山実花（お茶の水女子大学附属高校）、

○横尾智治（筑波大学附属駒場中高）、細田卓次郎（筑波大学附属駒場中高・水泳部監督） 

オンライン参加 14 名○安藤裕一（株式会社 GMSS ヒューマンラボ）、今澤絵梨菜(甲文堂)、○大久保

こはる(中央大学 2 年)、○小池正通（La Esperanza）、◎小池靖（株式会社バイタル）、◎嶋崎雅規

（国際武道大学）、高橋豪仁（奈良教育大学）、◎橘和徳（富山中部高校）、○田中俊也（三日市整

形外科）、田中理恵（会社員）、○遠山諒（附属 121 回サッカー部）、長滝、◎野村忠明（埼玉ソー

シャルフットボール協会運営委員/会社員）、○吉原尊男 

【懇親会からの参加者】○大河原誠二 

【報告書作成】中塚義実 

＜本日の概要＞ 

１．退職～英国旅行まで（7～8 月を中心に） 

・那智勝浦町…日本ヤタガラス協会／中村覚之助周辺（7/12～13） 

・富山市…「サロン in 富山」（7/18～22） 

・南極～アフリカ～掛川・浜松（8/2～3） 

・家族集合（8/7～9）⇒U-15・18 フットサル運営（青梅・立川 8/10～

11） 

・静岡市清水…「サロン in 清水」（8/16～17） 

 

２．ところで…高校体育教師の夏休み（これまでといま） 

・蹴球部の指導があった現役時代（着任のころ～子育て期～担任長） 

・退職後の夏休み（2025） 

 

３．英国旅行（8/19～27 帰国）概要－フットボールを中心に 

・ロンドン観光（8/20＆25） 

・湖水地方（8/22） 

・フットボールを中心に（8/21、8/23～24、8/25） 

 

【概 要（演者より）】 注）2025 年 8 月 13 日、サロンファミリー向

けに配信した「通信」より 

 38 年間務めた高校を 2025 年 3 月末で退職し、週 1 回の大学非常勤以

外は自由時間。「やりたいこと」や「これまで（あまり）できなかった

＜キーワード＞ 

イギリス旅行、ロンドン

観光、フットボールの聖

地、ラグビー校、イート

ン校、湖水地方、フット

ボール博物館、リバプー

ル、ビートルズ博物館、

エバートン FC、リバプ

ール FC、グディソンパ

ーク、アンフィールドロ

ード、ヒル・ディッキン

ソン・スタジアム、プレ

ミアリーグ、フリーメイ

ソンズ・タバーン、フリ

ーメイソンズ・アーム

ス、那智勝浦町、中村覚

之助、サロン in 富山、

サロン in 清水、部活動

顧問、サッカー部、高校

教師の夏休み、中塚義実 
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こと」に取り組んでいます（「せなあかんこと」は後回し気味？）。「やりたいこと」は NPO サロン

2002 関係だけでもさまざまあり、日々充実しています。 

 自分自身が中学生のころから教師生活を終えるまで、自由時間の多くは「部活動／サッカー」に関

わる時間でした。コロナ禍で部活動ができなくなったとき、「部活指導をしない先生はこんなに時間

があったのか」と改めて気づいたものです（この感覚は「働き方改革」とは真逆なので、いまでは大

きな声では言いにくい）。 

 前期授業が終わった 7 月中旬から 9 月下旬まではほぼフリーな状態で、自分の時間を自分の意思で

過ごしています。サロン in 富山・清水以外にもあちこち出かけ、旧友との再会を楽しみ、充電しつつ

過ごしています。 

そして 8 月 19 日から 27 日まで、ずっと行きたかったイングランドに行ってきました！ 

3 月末までロンドン駐在の娘に会いに行くのがきっかけで、いち早く近代化を成し遂げた英国のいに

しえといまのすがたを満喫しようと思います。もちろんサッカーをはじめとするスポーツの原点を感

じるのがメインです。リバプールでプレミアリーグを観戦し、マンチェスターのフットボールミュー

ジアムを訪問します。リバプール FC に勤める教え子と連絡を取りながら準備を進めており、彼との再

会も楽しみです。 

FIFA ワールドカップには 1998（フランス）、2002（韓国と日本）、2006（ドイツ）、2010（南アフ

リカ）に“参戦”しましたが、今回は 6 年ぶりの海外で、英国上陸は初めてです。たったの 1 週間で

すが、活字と写真・映像でしか触れたことのなかった英国で感じたこと、考えたことをお話ししま

す。 

人生 100 年時代のセカンドライフ初年度を中塚がどのように過ごしているのか。「部活指導がなく

なった元高校体育教師の夏休み」を、関係者（家族等）の同意が得られる範囲でご紹介します。 

サロンファミリーはもちろん、セカンドライフを過ごされている／迎えようとしている方々、元同

僚や教え子の皆さん、遠慮なくお申し込みください。公開サロンはどなたでも参加できます。再会を

楽しみにしています。 

【追加情報】 注）2025 年 8 月 30 日、サロンファミリー向けの案内より 

8 月 27 日朝、無事イングランドから戻ってきました。10 日連続猛暑日の東京の暑さがこたえます… 

英国ではこんな盛りだくさんな毎日でした。 

・ロンドン市内観光（8/20）…バッキンガム宮殿の衛兵交代⇒テムズ川リバークルーズ⇒シティめぐり 

・フットボールのルーツ探訪（8/21）…ラグビー校、ウェンブリースタジアム、イートン校とウィンザ

ー城 

・湖水地方でくつろぐ（8/22）… 「ピーターラビット」など 

・マンチェスターとリバプール（8/23）… 国立フットボール博物館、ビートルズ博物館など 

・プレミアリーグ観戦（8/24）… グディソンパーク（エバートン）とアンフィールドロード（リバプ

ール）を訪ねた後、エバートンの新スタジアム「ヒル・ディッキンソン」へ。130 年以上使用したグデ

ィソンパークを離れた新スタジアムでのプレミアリーグ初戦はエバートン vs ブライトン。新たな歴史

がここから始まる！大興奮！ 

・ロンドン市内観光（8/25）… 1863 年の FA 創設の場である「フリーメイソンズ・タバーン（アーム

ス）」を探検するが 2 か月前に閉店！ コベントガーデン、交通博物館、大英博物館へ。 

・朝の便で帰国（8/26）⇒8/27 朝に羽田へ 

 

 

 

 

 



 

13 

 

≪2025 年 10 月 公開サロン（通算 348 回）≫ 

【日 時】2025 年 10 月 18 日（土）14：00～16：00 

 ⇒「目白かつりき」で懇親会（～19 時 30 分過ぎ）～2 次会 

【会 場】豊島区立千登世橋中学校 ＆ オンライン（Zoom） 

【テーマ】部活から地域クラブへの運営と課題、新たな価値創出ストーリーの描き方 

－サッカーの中に人生があるのではなく、人生の中にサッカーがある 

【演 者】内田 光侶（PROUDERS 合同会社 COO / 動画生成 AI 脚本家）、 

大島香歩（PROUDERS 合同会社 CEO / プラトレリーダー） 

【参加者 14 名】 ◎NPO 会員、○会員外のサロンファミリー、無印はサロンファミリー外 

対面参加 10 名 ◎石原俊秀（株式会社パルカ）、○磯和明（総合型地域スポーツクラブ「くにたちエ

ール」）、○内田光侶（PROUDERS 合同会社）、○大河原誠二（桐窓サッカー倶楽部／サッカークラ

ブ桐一族／附属 106 回サッカー部）、大島香歩（PROUDERS 合同会社）、藤村優羽（PROUDERS 合

同会社インターン学生）、望月昇（社会人と小中学生にサッカー指導経験あり）、◎嶋崎雅規（国際

武道大学）、◎中塚義実（NPO サロン 2002 理事長）、○横尾智治（筑波大学附属駒場中高） 

オンライン参加 4 名 木村晃（平山台文化スポーツクラブ）、◎小池靖（株式会社バイタル）、 

◎笹原勉（日揮グローバル株式会社）、豊田昌利（PROUDERS 合同会社顧問） 

【報告書作成】PROUDERS 

【投影資料】「部活から地域クラブへの運営と課題、新たな価値創出ストーリーの描き方」 

*公開 URL） https://drive.google.com/file/d/1_A2UZj1BBpJ1WmaoALI65lTib3ihcNVi/view 

 *動画（黒色スライド）は TikTok（@proudersinc）、YouTube（@PROUDERS）にてご覧頂けます 

 

【論点抽出*概要】 

I. Agenda 

1. 部活動の地域移行と女子サッカークラブの設立 

① 学校と地域の連携による新しい教育モデルの模索 

② 体験格差の解消と一流本物志向の教育 

③ 女子スポーツ参加者の減少問題とその対策 

2. 新しい価値創出としてのストーリー作りと AIの活用 

① 構想による地域コミュニティの活性化 

 

II. 女子サッカークラブオペレーションで得た仮説 

1. 女子中学生たちは、新しい友達を作るよりも既存の友達と一緒にサッカーを楽しみた

いという意向を持っている 

2. 学生たちは練習よりもゲーム（試合）を中心に活動したいと考えている 

3. 学生にとって部活動は「必須」ではなく、塾や地域のイベントなど他の活動と両立す

る「2番手」の位置づけになっている 

4. 夏休みなど学校がない日にわざわざ学校に来てサッカーをするほどの強制力はクラブ

にはない 

5. 友達が参加するかどうかが活動参加の大きな判断基準となっている 

 

III. 地域連携の課題（ボトルネック） 

1. 少子高齢化により、青少年の体験活動参加率が減少している（36.7%まで低下） 

【キーワード】 

部活動地域展開、中学

校、豊島区立知登世橋中

学校、新たな価値創出、

女子サッカー、マルチス

ポーツ、体育、プラトレ、

プラワク、クラブハウ

ス、PROUDERS、内田

光侶、大島香歩 

https://drive.google.com/file/d/1_A2UZj1BBpJ1WmaoALI65lTib3ihcNVi/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_A2UZj1BBpJ1WmaoALI65lTib3ihcNVi/view
https://www.tiktok.com/@proudersinc?is_from_webapp=1&sender_device=pc
https://www.youtube.com/@PROUDERS
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2. 経済的な面から生じる体験格差の問題 

3. 女子サッカー選手の 13歳〜15歳での離脱率が高い（5人に 1人が 13歳でサッカーを

辞める） 

4. 豊島区では女子中学生がサッカーを続けられる環境が極めて限られている（中学校は

十文字中学校のみ）  

5. 公共施設の不足により、新しいチームの設立が困難である 

6. 責任分担の明文化不足による連絡体制の混乱 

7. 提供する価値と参加者が求める価値のミスマッチ 

 

IV. 打ち手（解決策）の提案 

1. 部活動を地域と連携して進めることで、誰でも体験できる機会創成 

2. プラウドトレーニング（プラトレ）による一流本物のスキル提供 

3. AIを活用したプラウドワークショップ（プラワク）の導入  

① サッカーだけでなく、ストーリー作りという新たな価値を提供 

4. 女子サッカー体験教室を豊島区全域の小中学生を対象に拡大する 

5. クラブハウスの設立による地域コミュニティの活性化と多世代交流の場の創出 

6. 学校施設の共同利用による地域の人々が集える場所の提供 

 

V. 今後の方向性 

1. 特定の競技に絞るのではなく、マルチスポーツとして幅広い体験機会の提供 

2. 学校単位ではなく、広域的な地域を対象とした活動展開 

3. 参加者のニーズ（ゲーム中心、友達との交流など）を事前に十分調査し、メニュー考

案やオペレーションに反映させる 

4. 責任分担と連絡体制を明確に文書化する 

5. 競技としてのスポーツだけでなく、人生におけるスポーツの位置づけを考えるストー

リー作りの視点を取り入れる 

6. 学校施設を地域の公共財として捉え、共同利用の仕組みを整備する  

7. 3世代が集まれるような地域コミュニティの場としてのクラブハウス構想を推進する 

 

【概 要】 

部活動の地域展開が待ったなしで進行しています。今月の公開サロンは、東京都豊島区の中学校で

女子サッカーの地域クラブ立ち上げにかかわる PROUDERS の 2 名による事例報告です。地域の受け皿

の立場から、学校と連携して、いかに新たな価値を創出するかをご紹介します。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊（以下、演者より）＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

2023 年 10 月オーストラリア NPLW リーグ優勝。 

自分を最高に誇らしく想えた元海外女子サッカー選手「Kaho Oshima」は、2025 年 3 月 3 日、最高に

誇りに想えるストーリーをプロデュースするブランディングファーム【PROUDERS 合同会社】を動画

生成 AI 脚本家「Piro Uchida」と設立。日本のアジリティと海外のプラウドマインドを融合させて選手

たちの強みや魅力を引き出すトレーニング「プラウドトレーニング（略 : プラトレ）」をリリース。

スペランツァ大阪アカデミー、豊島区中学校、合計 200 人への提供実績を持つ。 

運動が苦手な子でも、運動する自分自身をポジティブに捉えられるマインドを養うために「プラウ

ド」と声を掛け合い、目の前のことに一生懸命取り組むプロセス・姿勢を讃えあう文化の醸成が評価

され、東京都豊島区部活の地域移行担当に抜擢。2025 年 7 月から中学生年代の女子サッカー選手が継
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続してプレーできる居場所となるため、女子サッカークラブを東京都豊島区の中学校で開始。そし

て、地域クラブ運営（オペレーション）の 3 つの課題に直面した。 

1. 責任 

2. 集客 

3. 新たな価値の創出 

現状、部活を地域移行（連携）するには、クラブは何か？という、明確な定義がなく、各地域のク

ラブ担当者に解釈が委ねられている。 

そこで、PROUDERS が描いてきたストーリーが一つのアセットとして、誰かの一助になることを願

い、世界で唯一"誇り（プラウド）”を描き続ける居場所を実現していくストーリーをご提供します。 

【参 考】 

△PROUDERS 合同会社公式サイト 

https://prouders.jp 

△海外女子サッカープロリーグ優勝「大島香歩」（Kaho コーチ）の「プラトレ」LP 

 https://rebrandingtraining.prouders.jp/ 

△事業実績一覧 

 中学生 × 女子サッカー【プラトレ】で豊島区スポーツクラブ立ち上げ 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000003.000158383.html 

動画生成 AI × 最高に誇りに想えるストーリー【プラワク】全国提供 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000004.000158383.html 

△メディア出演一覧 

「日刊スポーツ」に PROUDERS100 年後の未来に込めた役員の想いが掲載 

https://www.nikkansports.com/soccer/news/202503270000494.html 

「B &」に大島香歩のリブランディングと PROUDERS の繋がりインタビューが掲載 

https://www.beautynation.jp/interview-oshimakaho/ 

 

 

≪2025 年 11 月（通算 349 回） 公開シンポジウム≫ 

11 月 23 日（日祝）に、筑波大学附属高校敷地内の桐陰会館とオンライン（Zoom）で公開シンポジ

ウム 2024-②を実施。 

テーマは「「ユース年代のサッカー」を語ろう！U-18 フットサルリーグチャンピオンズカップの 10

周年を機に」である（20 ページ参照）。 

 

 

 

≪2025 年 12 月（通算 350 回） 公開シンポジウム≫ 

12 月 21 日（日）に、筑波大学附属高校敷地内の桐陰会館とオンライン（Zoom）で公開シンポジウ

ム 2025-②を実施。 

テーマは「賀川浩さんを語ろう！－次世代につなげるために」である（22 ページ参照）。 

 

 

 

https://prouders.jp/
https://rebrandingtraining.prouders.jp/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000003.000158383.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000004.000158383.html
https://www.nikkansports.com/soccer/news/202503270000494.html
https://www.beautynation.jp/interview-oshimakaho/
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≪2026 年 1 月 限定サロン（通算 351 回）≫ 

【日 時】2026 年 1 月 26 日（月）19：00～21：00 ⇒ 終了後はオンライン懇親会（～22：30） 

【会 場】オンライン（Zoom） 

【テーマ】第 10 回 U-18 フットサルリーグチャンピオンズカップの総括と今後 

【参加者（21 名）】◎は NPO 会員、○は会員外のファミリー、無印はファミリー外 

・サロン 2002 ファミリー（含動画配信スタッフ）7 名 

◎中塚義実(理事長)、◎本多克己(副理事長)、◎井上俊彦(上田市在住)、◎橘和徳(富山中部高校)、 

◎茅野英一(元帝京大学)、○磯和明(くにたちエール)、早川幸秀(グリーンカード) 

・後援・主管 3 名 

 近藤弘之(信州千曲観光局)、菅原基信・下條貴史(長野県フットサル連盟) 

・出場チーム・各リーグ代表・フットサル関係者 11 名 

荒川浩幸(北海道)、金子諭(FFC エストレーラ川口・埼玉)、原陽司(東京)、小倉勇(ﾌｳｶﾞﾄﾞｰﾙすみだ)、 

荻窪孝(東急 S レイエス)、大友洋介(神奈川・関東)、大多和幸(PROVA FUTSAL CLUB U-18) 、 

小板博章(愛知・東海)、小曽根潮(京都・関西)、﨏田直文(兵庫・関西)、井上誠(ヴィラノーバ水俣)、 

【報告書作成】中塚義実 
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【概 要（理事長より）】※1 月 13 日版 

NPO サロン 2002 の中核事業の一つである「U-18 フットサルリーグチャンピオンズカップ」が、1 月

10 日（土）～12 日（月祝）の 3 日間、長野県千曲市のことぶきアリーナ千曲で開かれました。「U-18

年代のレベルアップ」と「日常的なリーグ環境の整備」を目的として始まった大会です。10 回目の節

目となる今大会も、toto 助成を受け、長野県フットサル連盟が主管し、全国から 16 チームと帯同審判

が千曲市に集い、地元と連携を図りながら過ごしました。YouTube での動画配信を全試合行い、会場

に来られない方にも U-18 年代のトップレベルのプレーを視聴していただきました。 

第6回大会から4連覇を続けるフウガドールすみだ。第5回大会のペスカドーラ町田を含めると東京勢

が5大会連続で優勝していましたが、東急Sレイエスが決勝でフウガを8-2で破り、神奈川勢としての初

U-18 年代、U-18 フットサル、U-18 フットサルリーグチャンピオンズカップ、U-18FLCC、10 周年、 

千曲市、ことぶきアリーナ千曲、戸倉上山田温泉、決勝、東急 S レイエス、フウガドールすみだ、 

ユースリーグ、リーグ戦、育成年代、サッカーとフットサル、小倉勇、荻窪孝、橘和徳、中塚義実 
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優勝を果たしました。 

おめでとうございます。そしてありがとうございます。 

U-18フットサルの10年間の進歩を感じるとともに、フットサルの楽しさと怖さが凝縮されたゲーム

だったと思います。 

1月26日のオンラインミーティングは、以下の内容で進行する予定です。奮ってご参加ください。 

 

１．第10回大会を振り返って 

１）競技面の振り返り … 競技レベル、大会運営（含帯同審判）、その他 

 ２）互いの交流・千曲市との連携 … 「イベント」について、移動・宿泊、観光等 

 ３）出場チームからのコメント 

２．10年間の成果と課題－二つのねらいに即して 

１）「U-18年代のレベルアップ」の観点から … 歴代出場選手の動向など 

２）「日常的なリーグ環境の整備」の観点から … 各地域リーグの現状と今後 

３．今後に向けて 

 

 いくつかの参考資料があります。ご参考まで。 

・サロン2002公開シンポジウム＜「ユース年代のサッカー」を語ろう－U-18フットサルリーグチャン

ピオンズカップの10周年を機に＞報告書 https://www.salon2002.net/src/pdf/symposium/2025_sympo-1.pdf 

・U-18FLCCプロモーション映像（5分間） https://www.salon2002.net/?p=2000 

・第10回大会の情報 http://naganoff.jp/news/?p=2023 

・大会公式YouTube（出場チーム紹介もあり） https://www.youtube.com/@salon2002 

・過去の大会情報 https://www.u18futsalleague.jp/ 

 

 

≪2026 年 2 月 公開サロン（通算 352 回）≫ 

【日 時】2026 年 2 月 17 日（火）19：00～21：00 ⇒ 終了後はオンライン懇親会（～22：30） 

【会 場】オンライン（Zoom） 

【テーマ】オリンピック教育の現状と今後 

－国内・国際クーベルタンユースフォーラムのあゆみとともに 

【参加者 18 名】◎は NPO 会員、○は会員外のファミリー、無印はファミリー外（2/17 時点で） 

○安藤裕一（株式会社 GMSS ヒューマンラボ）、○磯和明（総合型地域スポーツクラブ「くにたちエ

ール」）、○小川雅裕（港区サッカー協会）、◎木田圭亮（聖マリアンナ医科大学）、熊澤拓也（東

洋大学）、◎小池靖（株式会社バイタル）、◎小堀徹（2026 年度より NPO サロン 2002 会員）、 

◎嶋﨑雅規（国際武道大学）、新谷十穏子（郁文館高校 1 年）、○鈴木崇正（NEC ビジネスインテリ

ジェンス）、◎高原渉（宝塚 FC）、◎橘和徳（富山中部高校／サロン 2002 理事）、中小路徹（朝日

新聞社）、◎中塚義実（特定非営利活動法人サロン 2002 理事長）、〇長野いつき、〇皆川宥子（サロ

ン 2002）、◎野村忠明（埼玉ソーシャルフットボール協会／会社員）、○吉原尊男 

【報告書作成】中塚義実 

注）写真・スライドは、クレジットが入っているもの以外は中塚義実所蔵・提供 

 

 

 

https://www.salon2002.net/src/pdf/symposium/2025_sympo-1.pdf
https://www.salon2002.net/?p=2000
http://naganoff.jp/news/?p=2023
https://www.youtube.com/@salon2002
https://www.u18futsalleague.jp/


 

18 

 

＜目 次＞ 

はじめに 

概要（案内文より） .......................................................................................................................................... 2 

国内ピエール・ド・クーベルタンユースフォーラム（国内YF）2025の紹介 .......................................... 3 

Ⅰ．国際ピエール・ド・クーベルタンユースフォーラム（国際YF）とは ................................................. 6 

１．私的「オリンピック教育」への関わり－COREの創設 ........................................................................ 6 

２．国際YFの実際 ............................................................................................................................................. 9 

Ⅱ．国際YFと国内YF－さまざまな担い手 ...................................................................................................... 21 

１．クーベルタン－嘉納ユースフォーラムの開催..................................................................................... 21 

２．さまざまな担い手 .................................................................................................................................... 25 

Ⅲ．コロナ禍を経て－今後に向けて ................................................................................................................ 30 

補足．“現実”に目を向けるオリンピック教育............................................................................................. 37 

 

 

 

 

 

【概要（理事長より）】（1/20 配信） 

 「オリンピック教育」という言葉をはじめて“当事者”として感じたのは 2010 年の夏休み明けでし

た。嘉納治五郎生誕 150 年を機に筑波大学にオリンピック教育の組織ができるころ、「附属学校の取

りまとめをやってくれないか」と当時の教育長から話があったときです。最初はお断りしました。

「せっかくスポーツが大事な“遊び”として認知されるようになってきたのに、また“教育”に戻さ

れるようで、あまりかかわりたくありません」と申し上げました。生意気な中堅教師です（いまは生

意気な若手老人）。 

しかしそのうち“当事者”となり、2011 年の夏に北京で開かれた第 8 回国際ピエール・ド・クーベ

ルタンユースフォーラム（国際 YF）に 2 名の生徒を引率します。世界のオリンピック教育を目の当た

りにしましたが、それは日本で以前からやっている体育・スポーツ教育であり、嘉納治五郎やクーベ

ルタンが目指したのは全人教育でした。後に思いました。「全人」や「オリンピック」の冠はいらな

い。真の「教育」を取り戻すことであると。 

リレハンメルで行われた 2013 年の第 9 回国際 YF も 2 名の生徒を引率します。まだオブザーバーと

しての参加でしたし、国内のオリンピック教育は一部で細々と為されていただけでした。それが 2013

年 9 月、2020 年の東京開催が決まったことで、オリンピック教育は一気に「取り組むべき事業」とし

て政策課題になっていきます。文科省から独立したスポーツ庁の事業として「オリ・パラ教育」は、

開催都市だけでなく全国各地で行われるようになりました。スロバキアで開かれた第 10 回国際 YF に

は 7 名のフルメンバーを派遣できるようになり、選考会を兼ねた国内 YF を「クーベルタン-嘉納ユー

スフォーラム」の名称で 2015 年 3 月に筑波大学で開催しました。 

あれから 10 年が経過しました。 

コロナ禍などの諸事情の影響で、国際 YF の今後については不透明ですが、国内 YF は筑波大学と中

京大学を拠点に毎年行われています。なかなか広がらないもどかしさはありますが、いまでは CJPC

（日本ピエール・ド・クーベルタン委員会）主催、JOA（日本オリンピックアカデミー）共催、JOC

（日本オリンピック委員会）後援の行事となり、NPO サロン 2002 も主管団体として関わり続けていま

す。 

【キーワード】オリンピック教育、オリパラ教育、国際ピエール・ド・クーベルタンユースフォーラ

ム、日本ピエール・ド・クーベルタンユースフォーラム、国際 YF、国内 YF、CIPC、CJPC、JOA、

CORE、クーベルタン、嘉納治五郎、田原淳子、來田享子、中塚義実 
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2 月 28 日(土)に CJPC 総会がはじめて対面で開催され、国際・国内 YF のあゆみを研究会で報告する

機会を得ました。歴代国際 YF 参加者のネットワークを作る動きも始まりました。また国際 YF を主催

する CIPC（国際ピエールドクーベルタン委員会）は、創設 50 年（正確には 51 年）の記念行事を 4 月

にオリンピアで開きます。 

このタイミングで、いつの間にかどっぷりつかっている私自身の視点から、公開サロンで「オリン

ピック教育」を取り上げようと思います。関係者はもちろん、「オリンピック教育って何？」と思っ

ている方も含め、さまざまな方にお集まりいただきたいと思います。 

 

 

≪2026 年 3 月 公開サロン（通算 353 回）≫ 

【日 時】2026 年 3 月 31 日（火）19：00～21：00 ⇒ 終了後はオンライン懇親会（22：30 まで） 

【会 場】オンライン（Zoom） 

【テーマ】“中村覚之助杯”報告－日本サッカーの“始祖”の名を冠する少年サッカー大会 

【演 者】中塚義実（特定非営利活動法人サロン 2002 理事長／日本ヤタガラス協会副会長） 

【参加者 12 名】 ◎は NPO 会員、○は会員外のファミリー、無印はファミリー外 

○赤阪修（阪南大学）、熊澤拓也（東洋大学）、◎小池靖（株式会社バイタル）、在仲靖二（日本ヤ

タガラス協会）、○新谷十穏子（郁文館高校 1 年）、○鈴木崇正（NEC ビジネスインテリジェン

ス）、谷美輝（株式会社クレアネット代表取締役）、◎中塚義実（NPO サロン 2002 理事長）、中村崇

（那智勝浦町）、○野田直広（富士電機）、◎野村忠明（埼玉ソーシャルフットボール協会/会社

員）、○吉原尊男 

【報告書作成】中塚義実 

注）写真・スライドは、クレジットが入っているもの以外は中塚義実所蔵・提供 
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【キーワード】中村覚之助、東京高等師範学校、東京高師、那智勝浦町、熊野三山、八咫烏、 
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【概要（理事長より）】（2/17 配信） 

 中村覚之助をご存じでしょうか。サロン 2002 でも何度か取り上げた日本サッカーの“始祖”と言え

る方です。 

 明治期に海外からやってきた近代スポーツは、日本では学校を通して全国に広がりました。東京高

等師範学校の卒業生が全国の旧制中学校や師範学校に赴任して、サッカーの種をまいていったのはよ

く知られるところです。その起点となったのが、那智勝浦町出身の中村覚之助です。 

 サロン 2002 でもこれまで何度か取り上げています。以下の報告をご参照ください。 

・2009 年 3 月 21 日 日本サッカー史シンポジウム「中村覚之助と日本サッカーの夜明け」 

 https://www.salon2002.net/src/pdf/monthly_report/2009/2009-3.pdf 

・2016 年 12 月 17 日 公開シンポジウム 2016「日本サッカーのルーツを語ろう！－東京高等師範学校

の足跡を中心に」 

 https://www.salon2002.net/src/pdf/symposium/2016_sympo.pdf 

 平成 14（2002）年度に和歌山県文化協会による第 53 回先覚文化功労者顕彰を受けているとはいえ、

若くして亡くなった覚之助の功績が世に出ることはほとんどありませんでした。日本フットボール学

会 3rd Congress（大東文化大学、2006 年 1 月 14 日・15 日）における篠田昭八郎氏の発表が、学会で取

り上げられた最初でしょう。そして 2009（平成 21）年 3 月に那智勝浦町で日本サッカー史シンポジウ

ム「中村覚之助と日本サッカーの夜明け」が、翌 2010 年 2 月には東京で「日本サッカーの始祖 熊野

の中村覚之助」が開かれます。その頃は日本サッカー殿堂入りへ向けて盛り上がりましたが、なぜか

勢いを失い、いまだ殿堂入りは実現していません。 

コロナ禍の 2021 年度、紀の国わかやま文化祭の年に、中村覚之助は那智勝浦町の名誉町民に顕彰され

ました。徐々に地元の機運は高まりはじめ、2024 年度からは少年サッカーの「中村覚之助杯」がはじ

まります。その第 2 回大会が 2026 年 3 月 14～15 日に開かれます。 

 この大会を中塚が現地で視察し、地元の方々と意見交換してきます。公開サロンでは、中村覚之助

の功績を改めてご紹介し、地元那智勝浦町で何がはじまり、どこへ向かおうとしているのかを皆さん

と共有し、これからについて意見交換したいと思います。 

 奮ってご参加ください！ 

 

 

２．公開シンポジウム 
 公開サロンの拡大版として、公開シンポジウムを東京（筑波大学附属高校・桐陰会館）で 2 回開催

した。いずれも公開シンポジウム報告書『游 ASOBI』に詳細な報告が掲載されており、NPO サロン

2002 の WEB サイトからも閲覧することができる。 

報告書作成・送付も含め、toto の助成を受けた。会場での対面参加と、オンラインでの参加のハイブ

リッド方式を採用した。 

≪公開シンポジウム 2025-1 報告（月例サロン通算 349 回）≫ 

 

 

 

 

名 称 ： サロン 2002 公開シンポジウム 2025-1「ユース年代のサッカー」を語ろう！ 

－U-18 フットサルリーグチャンピオンズカップの 10 周年を機に 

「ユース年代のサッカー」を語ろう！ 

U-18 フットサルリーグチャンピオンズカップの 10 周年を機に 

https://www.salon2002.net/src/pdf/monthly_report/2009/2009-3.pdf
https://www.salon2002.net/src/pdf/symposium/2016_sympo.pdf
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主 催 ： 特定非営利活動法人サロン 2002 

日 時 ： 2025（令和 7）年 11 月 23 日（日祝） 15：30～18：00（15：00 受付開始） 

会 場 ： 筑波大学附属高校「桐陰会館」＆オンライン（Zoom） 

登壇者 ： 玉生 謙介 全国高体連サッカー専門部部長／学習院高等科 

大友 洋介 日本フットサル連盟 U-18 ワーキンググループ委員長／武相高校 

＊橘 和徳 富山県 U-18 フットサルリーグ責任者／富山中部高校 

＊原 陽司 東京都 U-15、U-18 フットサルリーグ運営委員長 

 代理：石井智 東京都サッカー協会フットサル委員会ユース部会副部会長／錦城高校 

＊本多克己 株式会社シックス／NPO 法人サロン 2002 副理事長     ＊指定発言者 

※中塚 義実 NPO 法人サロン 2002 理事長          ※コーディネーター兼 

参 加 費 ：1,000 円（サロン 2002 ファミリーと学生は無料です） 

報告書作成： 中塚義実 

＜開催趣旨＞ 

明治・大正期の近代スポーツ導入以来、日本におけるユース年代のスポーツの場は主に学校でし

た。体育の授業や部活動が日常的なスポーツの場となり、学校対抗の競技会はメディアの支援を得て

大きく取り上げられ、日本人の生活の一部となりました。しかし長きにわたるこのシステムは 20 世紀

後半から限界が見え始め、21 世紀のいま、大きな転換期を迎えています。部活動の地域展開は学校教

育の見直しだけでなく、地域の活性化の観点からも求められます。 

J リーグ発足を機にスポーツ界が劇的に変化し始めた 1997 年度、日本サッカー協会機関誌 JFAnews

に「ユース年代のサッカーはいま！」の連載を持ちました。高校生や指導者の意識の変化、スポーツ

環境再構築のための視点、リーグシステムや部活動改革の方向性、サッカーやフットサルをバランス

良く配置する年間計画の提示などを試みました。これらのうちいくつかは実現されましたが、形だけ

で“魂”が伴わない実態や、少子化、暑熱環境対策、働き方改革などの課題が大きくのしかかり、改めて

「ユース年代のサッカー」を議論する場が必要であると感じています。 

NPO 法人サロン 2002 が主催する「U-18 フットサルリーグチャンピオンズカップ」が今年で 10 周年

を迎えます。このタイミングで標記シンポジウムを企画しました。「ユース年代（今回は主に U-18 年

代）のサッカー（フットサルを含む）」の現状と今後について、可能性と課題を出し合う場にしたい

と思います。多くの方のご参加をお待ちしています。（中塚義実） 

 

公開シンポジウム 2025-1 参加者 計 22 名（敬称略） 

注）名前の前の記号は、◎NPO 会員、○会員外のサロンファミリー、無印はサロンファミリー外 

 

■会場での対面参加（10 名） 

石井智（錦城高校）、遠藤宏一（足立学園高校）、○大河原誠二（桐窓サッカー倶楽部、サッカークラブ

桐一族、附属 106 回サッカー部）、◎橘和徳（富山中部高校）、玉生謙介（全国高体連サッカー専門部部

長／学習院高等科）、◎茅野英一（元帝京大学）、◎中塚義実（NPO 法人サロン 2002 理事長）、 

◎本多克己（NPO 法人サロン 2002 副理事長）、望月昇（以前にサッカー指導経験あり）、森田真陽（筑

波大学附属高校） 

 

■オンライン参加（12 名） 

荒川浩幸（（一社）北海道フットサル連盟）、◎井上俊彦（NPO サロン 2002 長野支部）、大友洋介（関東

フットサル連盟）、◎小池靖（メーカー勤務／元サッカースポーツ少年団指導者）、小板博章（愛知県サ
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ッカー協会）、小曽根潮（京都府フットサル連盟）、◎関秀忠（NPO サロン 2002 理事／弁護士）、 

露木健司（バルドラール浦安）、鶴田文彦（熊本県 U18 フットサルリーグ）、○長野いつき（音楽家／部

活動学会）、中村洋平（If Levante Futebol Clube）、○野原輝人（洲本市地域おこし協力隊／FC.AWJ スタ

ッフ（関西サッカーリーグ所属）、 

 

 

≪公開シンポジウム 2025-2（月例サロン通算 350 回）報告≫ 

賀川浩さんを語ろう！－次世代につなげるために 
名 称 ： NPO サロン 2002 公開シンポジウム 2025‐2 

        賀川浩さんを語ろう！－次世代につなげるために 

主 催 ： 特定非営利活動法人サロン 2002 

協 力 ： 神戸市立中央図書館（神戸賀川サッカー文庫）、神戸フットボールクラブ、 

日本サッカー史研究会 

日 時 ： 2025（令和 7）年 12 月 21 日（日）14：00～17：00（終了後は同会場で懇親会～19 時） 

会 場 ： 筑波大学附属高校「桐陰会館」＆オンライン（Zoom） 

登壇者 ： 賀川浩さんと関わりの深いライター、協会関係者など 

        長岡 康規：元神戸高校サッカー部部長  稲垣 康介：朝日新聞編集委員 

田村 修一：フットボールアナリスト   大澤 謙一郎：サンケイスポーツ文化部長 

松永 憲明：元神戸市立図書館職員    出嶋 剛：共同通信社 

※中塚 義実：NPO 法人サロン 2002 理事長         ※コーディネーター 

※本多 克己：株式会社シックス／NPO 法人サロン 2002 副理事長 

参 加 費 ： 1,000 円（サロン 2002 ファミリーと学生は無料です） 

報告書作成： 中塚義実 

 

＜目次＞ 

◆オープニング 14：00〜14：40 

 ・賀川浩さんの紹介（映像） 

 ・「賀川さんのあゆみ」 中塚 義実 

 ・「賀川さんを偲んで」 本多 克己 

 

◆賀川浩さんを語ろう！ 14：40～17：00 

 ①長岡 康規 ：元神戸高校サッカー部部長 

 ②稲垣 康介 ：朝日新聞編集委員 

 ③田村 修一 ：フットボールアナリスト 

 ④大澤 謙一郎：サンケイスポーツ文化部長 

 ⑤松永 憲明 ：元神戸市立図書館職員 

 ⑥出嶋 剛   ：共同通信社 

 

◆クロージング 17：00～17：10 

 ・賀川浩さんのことば（映像） 

 

◆懇親会 17：15～19：00 

 

＜開催趣旨＞ 

2024 年 12 月 5 日、賀川浩さんが 100 歳の誕生日を前に天寿を全うされました。1 周忌のタイミング

で、賀川さんが所属された最後の団体として標記シンポジウムを開催します。 

1924 年 12 月 29 日に神戸市で生まれた賀川さんは、兄・太郎の影響もあって早くからサッカーに触れ

てきました。神戸一中（現兵庫県立神戸高校）の戦前の黄金期をマネージャー、プレーヤーとして過

ごす中で、サッカーに対する深い愛情と独特の視点が育まれます。しかし日本は戦争の時代に突入。
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10 代後半の賀川さんも徴兵され、陸軍特別操縦見習士官として、最後は特別攻撃隊員として朝鮮半島

で訓練を続けます。終戦がもう少し遅かったら、私たちは賀川さんの文章に触れることができなかっ

たかもしれません。 

思い起こせば中学・高校生の頃、「サッカーマガジン」でワールドカップごとに連載されていた賀

川さんの「ワールドカップの旅」は、世界のさまざまな国や地域でサッカーが文化として根付いてい

る様子を知る貴重な情報でした。また「連続写真でみる世界のサッカー」では、賀川さんの解説を通

してトップレベルの選手の技術・戦術を知ることができました。大人になって賀川さんにお会いし、

日本サッカーのあゆみや思いを直接お聞きすることができたのはこの上ない喜びでした。長年にわた

るジャーナリストとしての功績により、2010 年には日本サッカー殿堂に掲額され、2015 年には日本人

で初めて FIFA 会長賞を受賞されました。 

最期まで温かく日本サッカーを見守り、私たちに多くのことを伝えてくださった賀川さんのことを

語り、次世代につなげていきたいと思います。（中塚義実） 

 

公開シンポジウム 2025-2 参加者 計 45 名（敬称略） 

【会場での対面参加】（26名） 

阿部博一（日本サッカー史研究会）、稲垣康介（朝日新聞編集委員）、○大河原誠二（桐窓サッカー

倶楽部、サッカークラブ桐一族、筑波大学附属高校蹴球部106回卒）、大澤謙一郎（サンケイスポーツ

文化部長）、川島健司（読売新聞東京本社）、香取勇希（筑波大学附属高校蹴球部131回卒）、 

黒田勇（関西大学）、小堀俊一（日本サッカー史研究会）、小堀徹（大阪商業大学）、○小松俊介

（筑波大学附属高校）、済木崇、定成章弘（神戸高校サッカー部OB）、鈴木光次郎（神戸高校卒

業）、○田中俊也（三日市整形外科）、田村修一（フットボール・アナリスト）、出嶋剛（共同通信

社）、長岡康規（元神戸高校サッカー部部長）、◎中塚義実（NPO法人サロン2002理事長）、 

○野田直広（富士電機）、◎本多克己（㈱シックス／NPO法人サロン2002副理事長）、松永憲明（元

神戸市立図書館職員）、宮川佳己（日本工学院専門学校）、武藤文雄（サッカー講釈師、日本サッカ

ー狂会、ベガルタ仙台サポーター）、村上雅之（神戸高校・神戸大学サッカー部OB）、山内博之（日

本サッカー史研究会）、大和伸行（日本サッカー史研究会） 

【オンライン参加】（19名） 

◆神戸賀川サッカー文庫（神戸市立中央図書館内）から参加（7名） 

・神戸賀川サッカー文庫：北川信行、近藤博明、砂田(岩谷)純二、長木義明、前田和夫 

・神戸市立中央図書館：桝井里香、松尾宗一郎 

◆それぞれの居場所から参加（12名） 

岡田浩一（株式会社教育テック総研）、木ノ原句望（スポーツジャーナリスト）、○小池正通（エス

ペランサ）、貞永晃二（サッカーライター）、城村“ＫＵＭＡ”勉、○鈴木崇正（NECビジネスイン

テリジェンス）、○高平豊明（サッカー文化フォーラム）、○長野いつき（音楽家）、◎嶋崎雅規

（国際武道大学）、◎橘和徳（富山中部高校）、内富敬（神戸大学サッカー部OB）、○吉原尊男（フ

リー）  注）名前の前の記号は、◎NPOサロン2002会員、○会員外のｻﾛﾝﾌｧﾐﾘｰ、無印はｻﾛﾝﾌｧﾐﾘｰ外 
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３．第 10 回 U-18 フットサルリーグチャンピオンズカップ 
 「U-18 年代のレベルアップ」と「日常的なリーグ環境の整備」を目的として 2016 年度（2017 年 1

月））に始まった標記大会が 10 回目の節目の大会となった。文字通り「歴史に残る大会」であった。 

代表者会議で配布された「ご挨拶」と報告書に掲載された「第 10 回大会を終えて」、および実施要

項と大会結果を本報告書に転載する。 

詳細は NPO サロン 2002 のホームページにあるのでご参照いただきたい。 

 

ご 挨 拶 

10回目となるU-18フットサルリーグチャンピオンズカップは、2017年1月、静岡県エコパアリーナで

8チームによる全国大会として産声を上げました。第2回は12チームが愛知県のオーシャンアリーナに

集い、第3回から長野県千曲市のことぶきアリーナ千曲での開催となりいまに至ります。創設期にご尽

力くださった静岡・愛知の皆さま、そして長野誘致にご尽力された方々に改めて敬意を表します。 

コロナ禍での開催となった第4～7回は16チームのノックアウト方式で、コロナ明けの第8回大会から

4チーム×4グループの総当たり戦から準決勝・決勝となるいまの形式となりました。3日間の大会運営

は負担が大きいものですが、totoの助成と多摩大学からの協賛、地元自治体や協会、メディア各社の後

援をいただき開催することができます。主管の長野県フットサル連盟はじめ、大会をささえてくださ

る地元の皆さまに心より感謝申し上げます。審判員の帯同についても、各リーグのご理解をいただき

ました。ありがとうございます。 

 「U-18年代のレベルアップ」と「日常的なリーグ環境の整備」が、この大会の当初からのねらいで

す。前者については、この大会、および各地域でU-18リーグを経験した選手が次のカテゴリーで活躍

する姿を通して知ることができます。10周年を機に、各リーグからどのような選手が育ってきたのか

を挙げていただき、10年間の成果を「みえる化」したいと考えます。ご協力をお願いします。 

後者については、地域に固有の課題があることから、全国一律に進展しているとは言い難い状況で

す。加えて全国的な課題、たとえば暑熱環境への対応、少子化の進行、働き方改革、あるいは「リー

グ戦」の担い手不足など、ユース年代のサッカー、フットサルがともに抱える大きな課題がありま

す。このあたりについて、11月23日に開かれたNPOサロン2002公開シンポジウム「“ユース年代のサッ

カー”を語ろう！－U-18フットサルリーグチャンピオンズカップの10周年を機に」で改めて取り上

げ、情報交換の場を設けました。報告書がNPOサロン2002のオフィシャルサイトにアップされていま

すので、この大会の紹介動画とともにご一読、ご視聴ください。 

11/23公開シンポ報告書 https://www.salon2002.net/src/pdf/symposium/2025_sympo-1.pdf 

U-18FLCC紹介動画（5分間） https://www.salon2002.net/?p=2000 

 

得点王にはこれからも「賀川浩賞」が授与されます。世界最高齢ジャーナリストとしてFIFA会長賞

を受賞された賀川浩さんは、サッカーやフットサルを「まるいもんをゴールに入れるだけの単純な、

おもしろい“遊び”」と言っておられました。“遊び心”を原点に置きながら、これからも地道な取り

組みを重ねてまいりたいと存じます。 

大会に携わるすべての人が、U-18フットサルを思う存分楽しみ、千曲市を堪能していただくことを

願います。そして大会後も、それぞれの地元で、健康・安全で“ゆたかなくらし”が展開されること

を、心より願います。 

令和7（2025）年12月27日 

特定非営利活動法人サロン2002 

理事長 中塚 義実 

 

https://www.salon2002.net/src/pdf/symposium/2025_sympo-1.pdf
https://www.salon2002.net/?p=2000
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４．高校生・大学生対象のオリンピック教育プログラム 

日本ピエール・ド・クーベルタンユースフォーラム（国内 YF）2025 

世界中の高校生が2年に一度集まり、オリンピズムを学び、互いの交流を深め合う「国際ピエール・

ド・クーベルタンユースフォーラム（国際YF）」が最後に開かれたのは2022年11月であった。コロナ禍

での延期や開催地の変更があり、規模を縮小し、ミュンヘンで開催された第13回大会である。今後の

開催については未定だが、新たなかたちで再スタートすることが期待されている。 

国際YFの国内版が「日本ピエール・ド・クーベルタンユースフォーラム（国内YF）」である。日本

ピエール・ド・クーベルタン委員会（CJPC）が主催し、NPO法人サロン2002は毎回、共催、後援、協

力、主管など、さまざまなかたちで携わっている。 

オンラインと対面を組み合わせた2日間のプログラムは、ここ数年で定着した。年末開催が続いてい

たが、参加者、スタッフとも年末は厳しいとの声を受け、11月上旬に移動しての開催となった。 

2025年度の概要を報告したい。 

注）以下は「日本クーベルタン委員会（CJPC）通信 第5号」の中塚報告を転載する。 

 

◆国内 YF2025 の実際 

11月開催なので夏休み前には告知と募集を開始したい。5月ごろから関係者間で準備を進め、6月初

旬には今年度のテーマを「エクセレンス 〜いまの自分を乗り超える」と定め、登壇者と内容の調整を

進めた。6月30日に告知と募集を開始し、7月末日を締切日としたが、夏休み前で各学校とも告知と募

集に苦慮されたようである。9月末日まで募集期間を延長し、高校生18名、大学生4名の参加が確定し

た。実際は体調不良等による欠席があったが、初日はオンライン、二日目は中京大学と筑波大学附属

高校で対面とオンラインを併用して実施した。 

 

主催 日本ピエール・ド・クーベルタン委員会（CJPC） 

共催 特定非営利活動法人日本オリンピック・アカデミー（JOA） 

後援 公益財団法人日本オリンピック委員会（JOC） 

主管 筑波大学オリンピック研究教育センター（CORE）、中京大学、 

特定非営利活動法人サロン2002 

協力 東海学園大学スポーツ健康科学部、一般社団法人A-GOAL 

期日 2025年11月8日（土）、9日（日） 

対面会場 関東地区：筑波大学附属高等学校・桐陰会館（東京都文京区大塚1-9-1） 

中部地区：中京大学 豊田キャンパス（愛知県豊田市貝津町床立101） 

全体テーマ エクセレンス－いまの自分を乗り超える 

 

＜参加者 計22名＞ 

・高校生18名 

 筑波大学附属高等学校(2)、自由学園高等部(4)、国士舘高等学校(3)、郁文館高等学校(1) 

椙山女学園高等学校(3)、名古屋大学教育学部附属高校(5) 

・大学生4名 

 清和大学(1)、国際武道大学(2)、筑波大学大学院(1) 
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＜プログラムとスケジュール＞ 

第1日 11月8日（土） オンライン 

9：00～10：00 オープニング／オリエンテーション（田原淳子、中塚義実） 

10：10～11：00 講義① 嘉納治五郎とオリンピックムーブメント（大林太朗） 

11：10～12：00 講義② クーベルタンのオリンピズム（和田浩一）※オンデマンド配信 

13：00〜14：00 講義③ オリンピアンからみた「エクセレンス」（鶴岡剣太郎） 

14：30～17：00 演習① 中京大学スポーツミュージアム活動（冨田幸祐） 

 

第2日 11月9日（日） 対面（オンライン併用）                    

9：00～ 9：15 諸連絡等 

9：15～12：00演習② Olympic Values Education Programme でエクセレンスを学ぶ 

           －講義・グループ討議・発表（宮崎明世） 

13：00～14：00 講義④ アフリカからみた「エクセレンス」 

－A-Goalプロジェクトの取り組み（岸卓巨） 

14：20～16：20 運動プログラム：ボッチャ対抗戦（山田恵子、中塚義実、木村華織） 

16：25～17：00 クロージング（田原淳子、來田享子、中塚義実） 

※課題レポートを11月14日（金）中に提出 

 

◆参加生徒のコメント 

・初日の感想：古林美波（名古屋大学教育学部附属 1 年） 

オリンピックについての基本的なことから発展的なことまで教えていただけて、深く知れました。

エクセレンスについては少し難しかったけれど、でも理解できました。本当に多くの⾃分にはない感

覚が送られてきて、刺激的な⼀⽇でした。クーベルタンと嘉納治五郎に共通することは、信念を貫き

通すところにあるのかなと思いました。彼かを知ることによって⾒えるオリンピックはこれまでとは

違い、華々しい栄光だけではなく、その裏にある選⼿それぞれの努⼒に⽬が向けられると思いまし

た。オリンピアンの鶴岡さんのお話では⾃分についてよく考えさせられました。これはスポーツにお

いてとても⼤切なことで、考えてみると意外と⾃分を知らないんだなということに気付かされまし

た。⿃の⽬、⿂の⽬、コウモリの⽬という視点はとても刺激的でこれからも実践していきたいと思い

ました。中京⼤学のスポーツミュージアムではオリンピックの光と影という展⽰があったのが気にな

りました。また記念メダルなど各⼤会、各選⼿にまつわるものが多く展⽰されており、いつかまたゆ

っくり⾒てみたいと思いました。お話を聞くだけでなく実際に⽬にしてみるとまた違ったことが⾒え

てくると思うので、機会があれば⾏ってみたいです。とてもたくさんの刺激的で興味深い話が聞けて

有意義でした。ありがとうございました。 

 

・2 日目の感想：新⾕⼗穏⼦（郁文館高校 1 年） 

2⽇⽬は対⾯だった。私は⼀⼈で参加していたため、知っている⼈がいなく、仲間に⼊れてもらえる

か不安だったが、先⽣⽅や他校の⾼校⽣、⼤学⽣の⽅々がとても優しく接してくださったおかげで、

安⼼してとても良い学びの時間をおくることができた。ありがとうございました。対⾯で会うこと

で、1⽇⽬よりも意⾒や疑問を気軽にディスカッションしやすくなり、お互いの表情や相槌も⾒ること

ができたので、「やっぱり対⾯の⽅がいいな」と感じた。ほかに、直接顔を合わせることで、コミュニ

ケーションがより深くなり、理解も進んだように感じた。講演については、今⽇は昨⽇より学びの幅

が⼀層深まったと感じた。スポーツの持つ魅⼒やオリンピックについて、また、A-Goal プロジェクト
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の活動など、この貴重な経験を⾼校時代に学ぶことができ、本当に良かったと感じた。なかでも zoom

を通じてケニアの⽅々とお話しできたことは、とても貴重な体験だった。普段の⽣活では直接お話を

うかがうことはもちろん、お⽬にかかることができないケニアの市場など、ケニアの現状やそこで⽣

活する⼈々がどのような取り組みをしているのかを知ることができたのは、今回のような講演があっ

たからこそだと強く感じた。そして、実際に現地の⼈々の声を聴くことができたことは、私にとって

⼤きな学びとなった様に思っている。⼤学⽣や⼤⼈になった時は、⾃分で現地の⼈と直接会話をし、

その時できることをお⼿伝いしたいと思った。スポーツが世界をつなぐという事実、スポーツの持つ

魅⼒を体感でき、とても充実した⼀⽇だった。 

◆初日のオンライン交流の様子 

 

 

 

◆２日目の OVEP 講義のようす（中京会場）   ◆２日目のボッチャ交流のようす（東京会場）
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◆オンラインでつないで全員集合（中京会場と東京会場） 

 

 

◆今後に向けて 

 2015 年 3 月に筑波大学で開催された「クーベルタン・嘉納ユースフォーラム」を起点とするこの事業

も、10 年が経過した。東京オリンピック・パラリンピックへ向けての「オリパラ教育」は、スポーツ庁

の事業として多くの地域で取り組まれたが、大会後の実施については不透明である。TOKYO2020 の「レ

ガシー」として、「スポーツ教育」「平和教育」のすがたを示す場として、CJPC が主体的に取り組むこと

に大きな意義があると考える。 

10 年を経過した現時点での評価と今後の課題を提示して本報告を終えたい。 

・国内の高校生、大学生向けのユースフォーラムは重要。長年の積み重ねにより、内容も充実（参加者

の満足度も高い）。今後も CJPC の中核事業として取り組みたい。 

・オリンピック教育のさらなる定着・拡充を！ ネットワークを広げ、各地との連携を。 

・CIPC の動向を見据えつつ、国際的な広がりを！ 国際 YF 派遣生徒選考の場として、あるいはアジ

ア YF の開催へ向けて、できることを模索していきたい。 

（文責：中塚義実） 
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５．事務局報告 
１）2025 年度 NPO 法人サロン 2002 会員・ファミリーの人数 

① NPO 法人サロン 2002 会員数     25 名 

② サロン 2002 ファミリー数       84 名（NPO 会員含む） 

 

２）2025 年度役員・事務局 

理事長   中塚義実 

副理事長  本多克己 

理 事   熊谷建志、齋藤宣彰、関秀忠、橘和徳、土谷享、本郷由希 

監 事   小池靖 

顧問税理士 松下徹 

 

３）事業内容  
事業内容 

通年 サロン 2002 ファミリーの募集、ホームページ・メーリングリストの運営、会員名簿の管理 

4 月 17 木 公開サロン「スポーツ関連のカスハラ・不当要求に対する具体的対応要領 

－よく用いるクレーム対応フレーズ集の実践」 

5 月 29 木 公開サロン「スポーツクラブとコミュニティとデモクラシー 

－スポーツクラブは誰のものか」 

6 月 14 土 2025 年度総会 

同  限定サロン「2025 総会後の意見交換会－2025 年度の公開シンポジウムを中心に」 

7 月 19 土 サロン in 富山「部活動改革のゆくえをさぐる－富山県の高校部活動調査を中心に」 

8 月 17 日 サロン in 清水「部活動改革のゆくえをさぐる 

－静岡市の中学生年代のサッカー競技を中心に」 

9 月 26 木 公開サロン「イングランドに行ってきました 

－部活指導がなくなった元高校体育教師の夏休み」 

10 月 18 土 公開サロン「部活から地域クラブへの運営と課題、新たな価値創出ｽﾄｰﾘｰの描き方 

－サッカーの中に人生があるのではなく、人生の中にサッカーがある」 

11 月 8 土～9 日 日本ピエール・ド・クーベルタンユースフォーラム 2025 を主管 

23 日祝 公開シンポ①「「ユース年代のサッカー」を語ろう！ 

－U-18 フットサルリーグチャンピオンズカップの 10 周年を機に」 

12 月 21 日 公開シンポ②「賀川浩さんを語ろう－次世代につなげるために」 

1 月 10 土～12 月祝 第 10 回 U-18 フットサルリーグチャンピオンズカップ主催(於長野県千曲市) 

26 月 限定サロン「第 10 回 U-18FLCC の総括と今後」 

2 月 17 火 公開サロン「オリンピック教育の現状と今後 

－国内・国際クーベルタンユースフォーラムのあゆみとともに」 

3 月 31 火 公開サロン「“中村覚之助杯”報告 

－日本サッカーの“始祖”の名を冠する少年サッカー大会 

下旬 公開シンポジウム 2024 報告書『游 ASOBI』の発行 

注）公開サロン：参加対象を広く一般に公開 

  限定サロン：参加対象をサロン 2002 ファミリーに限定 

以上 


